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平成17年11月期運用状況の予想の修正及び平成18年5月期運用状況の予想に関するお知らせ  

 
本投資法人は、平成17年7月27日付で発表した平成17年11月期（第8期：平成17年6月1日～平成17

年11月30日）運用状況の予想の修正及び平成18年5月期（第9期：平成17年12月1日～平成18年5月31

日）運用状況の予想について、下記の通りお知らせいたします。  

 

記 

1． 運用状況の予想の修正理由  

本投資法人は本日開催の役員会にて、不動産の取得及び借入金の返済等を目的として公募による

新投資口の発行を決議いたしました。これに伴い、平成17年11月期運用状況の予想の修正及び平成

18年5月期運用状況の予想をお知らせいたします。  

 

２．平成17年11月期運用状況の予想の修正  

 

 
営業収益 当期純利益 1口当たり分配金  

(利益超過分配金は含まない） 
1口当たり   

利益超過分配金 

前回発表予想(A) 1,515百万円 563百万円 12,043円 ―

今回修正予想(B) 1,544百万円 585百万円 12,507円 ―

増減額(B－A) 29百万円 22百万円 464円 ―

増減率 1.9％ 3.9％ 3.9％ ―

（参考）予想期末発行済投資口数 46,792口 （前回発表時と変動なし。） 

 

３．平成18年5月期運用状況の予想  

 

 
営業収益 当期純利益 1口当たり分配金  

(利益超過分配金は含まない） 
1口当たり   

利益超過分配金 

平成18年5月期 1,710百万円 665百万円 11,003円 ―

（参考）予想期末発行済投資口数 60,492口  
 

 

ご注意：本予想は、後記記載の前提条件の下に算出したものであり、今後の状況の変化等により実際の営業収

益、当期純利益及び1口当たり分配金は変動する可能性があります。また、本予想は分配金の額を保証するもの

ではありません。 

 

以上  
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【ご参考】 

 

平成17年11月期(第8期)運用状況の予想の修正及び平成18年5月期(第9期)運用状況の予想にあたっての 

前提条件  

  

項 目  前 提 条 件  

運用資産 

・第8期については、本書の日付現在で保有している31物件を前提としています。  

・第9期については、平成17年9月16日付で不動産売買契約書を締結した「日総第15ビル」（本日

追加発行が決定された新投資口の発行後速やかに取得する予定です。）を加えた32物件を前提

としています。 

営業収益 

・各期とも上記「運用資産」に記載されている物件の運用による営業収益に基づいて算出してい

ます。 

・賃料水準については、近隣競合物件の存在、市場動向等を勘案して算出しており、入居テナン

トによる賃料滞納や不払がないものと想定しています。 

 

営業費用 

・保有する不動産等に係る固定資産税、都市計画税及び償却資産税等については、賦課決定され

た税額のうち当期に納税すべき額を賃貸事業費用として計上しています。なお、不動産等の取

得に伴い、精算金として譲渡人に支払う初年度の固定資産税等相当額については、当該不動産

等の取得原価に算入されるため、費用に計上していません。 

・修繕費は、各物件の修繕計画に基づき、当期に必要と想定される経常修繕の金額を費用として

計上しています。但し、予想し難い要因により緊急的に修繕費が発生する可能性があることか

ら、予想金額と大きく異なる可能性があります。 

営業外費用 

・第8期は支払利息として157百万円を見込んでいます。また、第9期の支払利息は145百万円を前

提としています。 

・一時的な費用として、本日決定された新投資口の発行に関連する費用約44百万円を見込んでい

ます。（第8期：約10百万円、第9期：約34百万円）  

 

借入金 

・第8期末時点の借入金残高は約29,930百万円を見込んでおり、有利子負債比率は55.2％となる

見通しです。また、第9期末時点の借入金残高は26,100百万円となることを前提としており、

有利子負債比率は46.8％まで低下することを想定しています。  

期末有利子負債比率＝期末(予想)借入金÷期末(予想)総資産で算出しています。  

投資口 

・第8期においては営業期間末日まで投資口の追加発行がないことを前提としています。  

・第9期においては本書の日付現在の発行済投資口数46,792口に、本日追加発行が決定された新

投資口の発行口数である13,700口を加えた60,492口を前提としています。  

1口当たり 

分配金 

・1口当たり分配金は、本投資法人の規約の定める金銭の分配の方針を前提として算出しており、

原則として利益を全額分配することを前提としています。  

1口当たり利益 

超過分配金 

・利益超過の分配については、現時点で行う予定はありません。  

その他 
・法令、会計基準及び税制に重大な変更がなされないことを前提としています。  

・一般的な経済動向及び不動産市況に不測の重大な変化が生じないことを前提としています。 

 

 

 

 

＊ 本資料の配布先 ： 兜クラブ、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

＊ 本投資法人のホームページアドレス http://www.c-inv.co.jp 

 


